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研究成果の概要（和文）：　本研究は、ｅラーニングにおいて、どのような学習履歴データがどのように提示されれば
、自律的学習を促す結果に至るのか、これらの関係を学習履歴データ提示とデータを提示される側である学習者の属性
という観点から調査し、その効果を検証した。
　その結果、相対的に英語力の高い学習者や英語学習に対する意欲の高い学習者については、学習履歴データの提示は
ある程度有効であり、自律的学習行動を促す一助となっているのではないかと推察されたが、一方、相対的に学力が低
い学習者や英語学習に対する意欲が低い学習者については、学習履歴データの提示が自律的学習行動とあまり結びつい
ているような傾向は見られないことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In this study, how the ways of presenting students’ study records in English 
language training through e-learning affect their autonomous learning actions was investigated. It was 
also investigated if student attributes such as motivation and English language proficiency would affect 
the results. As a result, it was suggested that the presentation of study records might be effective for 
higher-proficiency and/or higher motivated students and have encouraged them to take autonomous learning 
actions to some extent. It was also suggested, however, that lower-proficiency and/or lower-motivated 
students did not benefit from the presentation of their study records. They did not seem to have changed 
their learning attitude accordingly.

研究分野： 英語教育学
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１．研究開始当初の背景 
 教師の直接的な監視の目がないことや、刺
激を与え合う仲間の存在が希薄なｅラーニ
ングにおいて、学習者は自身で学習を自律的
に管理することが絶対的に必要となる。しか
し、実際には学習者自身で学習を自律的に管
理することは非常に難しく、その結果、学習
を先延ばしにしたり、先延ばしにした課題を
最後に駆け込み消化してしまったり、結局は
学習しないままドロップアウトしてしまう
ことが往々にして起こる。ｅラーニングの
「いつでもどこでも自分のペースで学習が
できる」という最大の利点が、逆に「学習を
先延ばしにして結局学習しない」という結果
につながる場合が多い。どれほど優れたｅラ
ーニングシステムであっても、学習されなけ
れば効果は出ない。ｅラーニングの成否は、
自分自身の学習を自分で管理できる学習者
を作り出すこと、すなわち、自律的な学習を
いかに促せるかにかかっていると言っても
過言ではない。 
 通常、ｅラーニングシステムには学習管理
システム（LMS）が付属しており、そのサー
バ上に学習者の学習状況が自動的に記録さ
れる。多くの場合、そのデータを閲覧できる
のは教師のみであり、しかも、学習データの
活用は、学習進捗状況をチェックし、遅れの
ある学習者に警告や指導を与えるという程
度にしか利用されていないのが現状である。
まれに学習者に提示されることがあっても、
それは学習済みの課題数、課題消化率、課題
正解率などのごく一部の学習履歴データの
みであり、学習者に学習履歴データを積極的
に提示し、学習者の動機付けや自己学習管理
のツールとして利用しようとする例はほと
んどみられないし、そもそも学習履歴データ
をどのように有効活用すべきかについては、
いまだ研究が幼児段階にあると言えるので
ある。学習履歴データを学習者に適切な形で
提示すれば、動機付けや学習者自身による学
習管理につながると考える e ラーニング関係
者は多いにもかかわらずこういった研究が
一向に進まない理由は、ほとんどの e ラーニ
ングシステムが商業ベースのものであり、研
究者自身が研究目的のために簡単にプログ
ラムや LMS を変更するということが不可能
だということに尽きるであろう。申請者らが
勤務する広島市立大学では、平成１０年度か
ら独自に開発してきた英語ｅラーニング学
習システム「Intensive English Training on 
the Web（以下、IETW と呼ぶ）」を利用し、
ネットワークを通じて、英語のリーディング、
リスニング、文法を大量かつ集中的に学習さ
せる「CALL 英語集中」という授業を全学生
対象の必修科目として実施している。（これ
までの IETW の実施と効果については、青
木・渡辺 2000；渡辺・青木 2001；青木・渡
辺 2002；渡辺 2003；渡辺 2005；渡辺 2006
を参照）。IETW には、「学習管理システム」
と呼ばれる LMS が付属しており、各学習者

の学習に関する詳細かつ膨大なデータが記
録されるようになっている。そして、この
IETW のプログラム及び LMS については申
請者らが開発者であるということから、すべ
ての改良等についてプログラミングそのも
のは委託する必要があるものの、申請者の必
要に応じて随時行うことができる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、ｅラーニングにおいて、どのよ
うな学習履歴データが、どのような形で、そ
してどういったタイミングで提示されれば、
学習者自身の中で処理され、自身の学習に対
する有効な気づきとなり得るのか、また適切
に問題が診断され、反省的行動を引き起こす
ような自律的学習を促す結果に至るのか、こ
れらの関係を学習履歴データ提示とデータ
を提示される側である学習者の処理プロセ
スという２つの観点から調査し、その効果を
実際に検証することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
【平成 23 年度】 
（１）LMS で収集可能な学習履歴データと
その提示方法の中から、自律的学習を促すの
に有効と思われるものを選定するため、まず、
前年度にｅラーニングを利用した英語授業
を受けた学生の中から、英語や英語学習に対
する関心の高い者 10 名程度にインタビュー
調査を行う。どのような学習履歴データに関
心があるのか、たとえば自分自身のデータ
（自己のデータ）だけでなく、同時に学習し
ている同級生の学習状況や、あるいは過去に
受講した者の中から自分と同程度の英語力
で最終的に英語力の向上に成功した者（他者
のデータ）との学習履歴比較に関心があるの
かというようにまず提示データの種類につ
いて知見を得る。その上で、どういった方法
が望ましいか、例えばボタンを押すことによ
って履歴が提示されるのか、あるいは自動的
に必ず提示されるのか、また各課題が終わる
たびに提示があるのか、あるいはある一定期
間ごとに提示があるのかといった提示のタ
イミング等についても知見を得る。 
（２）このインタビューの結果と申請者らの
これまでの経験にもとづいて、自律的学習を
促すのに有効であると思われる学習履歴デ
ータとその提示方法を選定し、現在のＬＭＳ
とプログラム本体を本研究用に改良（第１次
作業仮説的改良）する。 
 
【平成 24 年度】 
（１）第 1 次作業仮説的改良を施した学習プ
ログラムとＬＭＳを、実際のｅラーニングを
活用した英語授業で試行し、学習者の学習中
の行動に関するデータを収集する。その際、
学習時に履歴データを閲覧するためのボタ
ンを押したか否か（ボタンでデータが提示さ
れる場合）やどれくらい長く履歴データ画面
を閲覧していたかといったデータを収集し、



履歴データをみた者とそうでない者との間
にその後の課題処理が異なるか否かといっ
た分析や、後にこれらの学習者を分けて気づ
きや問題の診断、さらに反省的行動の有無な
どについて個別インタビューする際の手が
かりとする。 
（２）上記の英語授業での試行に参加した全
学習者に対し、アンケートを実施し、学習履
歴データの提示により誘発された反省的行
動について量的調査を行う。また同時に、学
習者の中から、前述したような履歴データ閲
覧について反応の異なった学生や属性（学習
目標、動機付け、英語力など）の異なる学習
者を選び出し、学習履歴データの提示を受け
た際に何らかの気づきを持ったのかどうか、
持ったとすればどのような気づきであった
のか、気づきにもとづいて自分の学習行動を
診断したのかどうか、どのような診断を行っ
たのか、さらにそれにもとづいて何らかの改
善行動を取ったのかどうか、取ったとすれば
どのような改善行動を取ったのかについて
詳細なインタビュー調査を行い質的データ
を収集する。 
（３）上記(2)の調査について、そのデータの
中から、学習履歴データの提示が自律的学習
を促された結果と考えられるデータを分析
することで、学習履歴データの提示の観点か
ら学習者の反省的行動や自律的学習とのつ
ながりを検討する。次に上記(２)の学習者に
対する量的・質的調査のデータを分析し、学
習者により反省的行動に違いがあるとすれ
ば、その違いを生み出している要因は何か、
その違いは提示する学習履歴データの内容
や提示方法に起因するものなのか否か、ある
いは、気づきがあっても診断へとつながらな
い学習者や診断しても改善行動に至らない
学習者に対し、提示する学習履歴データの内
容や提示方法を変えることで、次の段階へ進
ませることが可能になるのかなどといった
点を検討する。 
（４）以上のように、学習履歴データ提示の
観点と学習者側の観点から、学習履歴データ
と学習者の反省的行動や自律的学習との関
係を明らかにすることで、学習履歴データ提
示についての示唆を得、その示唆にもとづい
て、どのような学習履歴データを、誰に対し
て、どのような形で、どのようなタイミング
で、どこに提示することが有効かを明らかに
する。 
（５）（４）の知見に基づき、プログラム及
びＬＭＳをさらに改良する（第 2 次作業仮説
的改良）。 
 
【平成２５年度】 
 第２次作業仮説的改良を施した学習プロ
グラムとＬＭＳを、実際のｅラーニングを活
用した英語授業で再試行し、平成 23 年度及
び平成 24 年度の結果と比較分析を行い、そ
の有効性を再検証するとともに、学習履歴デ
ータの提示と自律的学習の関係について、学

習者の属性による内的処理の違いも含めた
上で、より大きな知見を得る。 
 
４．研究成果 
 本研究は、ｅラーニングにおいて、どのよ
うな学習履歴データが、どのような形で、そ
してどういったタイミングで提示されれば、
学習者自身の中で処理され、自身の学習に対
する有効な気づきとなり得るのか、また適切
に問題が診断され、反省的行動を引き起こす
ような自律的学習を促す結果に至るのか、こ
れらの関係を学習履歴データ提示とデータ
を提示される側である学習者の処理プロセ
スという２つの観点から調査し、その効果を
実際に検証した。 
 その結果、相対的に英語力の高い学習者や
英語学習に対する意欲の高い学習者につい
ては、学習履歴データの提示はある程度有効
であり、自律的学習行動を促す一助となって
いるのではないかと推察されたが、一方、相
対的に学力が低い学習者や英語学習に対す
る意欲が低い学習者については、学習履歴デ
ータの提示が自律的学習行動とあまり結び
ついているような傾向は見られないことが
明らかになった。 
 
青木信之・渡辺智恵（2002）「日本人大学生

のための CALL 利用英語学習プログラム
の実施と結果について（その３）：
Intensive English Training on the Web 
2000」『広島国際研究』第 8 号、93-127 

青木信之・渡辺智恵（2000）「CALL を利用
した英語集中訓練プログラム：その実施と
結果の分析」『広島国際研究』第 6 号、
131-160 

渡辺智恵（2003）「CALL 利用英語集中訓練
プログラムの正規英語科目への応用」『広
島国際研究』第 9 号、129－161 

渡辺智恵・青木信之（2001）「日本人大学生
のための CALL 利用英語学習プログラム
の 実 施 と 結 果 に つ い て ： Intensive 
English Training on the Web (II)」『広島
国際研究』第 7 号、201-250 

渡辺智恵（2005）「CALL 利用英語集中訓練
プログラムの正規英語科目への応用
(Ⅱ)：前・後期連続受講の効果について」
『広島国際研究』第 11 号、 pp.281-295 

渡辺智恵（2006）「CALL 利用英語集中訓練
プログラムの正規英語科目への応用
(Ⅲ)：前・後期連続受講において後期の伸
びはやはり小さいのか？」『広島国際研究』
第 12 号 

 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計３件） 
①Watanabe, T. & Aoki, N. (2014) A study 
on the assessment of the effects of an 



English e-learning program: Focusing on 
the extent and quality of the participants’ 
involvement, International Journal of Arts 
and Sciences 7/6, 543-557、査読有 
②青木信之、渡辺智恵（2011）英語ｅラーニ
ング講座—市民とともに作り上げる生涯教
育—、日本生涯教育学会論集 32、143-152、
査読有 
③渡辺智恵、青木信之（2011）英語ｅラーニ
ングの効果：TOEIC の伸びからみた教材消
化率、学習時間、不適切学習発生率、広島国
際研究、第 17 巻、105-119、査読有 
 
〔学会発表〕（計１３件） 
①青木信之、鈴木繁夫、竹井光子、渡辺智恵
他（2014）多様な大学環境における英語ｅラ
ーニング—管理される学習から自律的な学
習へ—、外国語教育メディア学会（LET）第
54 回全国研究大会 
② Watanabe, T. (2014) A study on the 
assessment of the effects of an English 
e-learning program: Focusing on the extent 
and quality of the participants’ 
involvement, International Journal of Arts 
& Sciences (IJAS) Conference for Academic 
Disciplines 
③Watanabe, T. (2013) A study of student 
engagement in an e-learning program for 
English language learning, 
EUROCALL2013 
④池上真人、青木信之、渡辺智恵（2013）自
学自習型ｅラーニングプログラムにおける
学習意欲の分析—学習者間の違いと学習者
内の変化—、外国語教育メディア学会（LET）
第 53 回全国研究大会 
⑤青木信之、鈴木繁夫、竹井光子、渡辺智恵
他（2013）多様な大学環境における英語ｅラ
ーニング—ラーニングマネージメントと学
習との関係について、これまでの研究でわか
ったこと—、外国語教育メディア学会（LET）
第 53 回全国研究大会 
⑥ Watanabe, T. (2013) An English 
e-learning program: Focusing on the task 
completion rates and time on task, 
International Journal of Arts & Sciences 
(IJAS) Conference for Academic Disciplines 
⑦青木信之、渡辺智恵（2012）生涯学習とし
ての英語ｅラーニングにおける good 
learners についての一考察、日本生涯教育学
会第 33 回大会 
⑧ Watanabe, T. (2012) An e-learning 
English training program and time 
management, EUROCALL2012 
⑨青木信之、鈴木繁夫、竹井光子、渡辺智恵
他（2012）多様な大学環境における英語ｅラ
ーニング：ラーニングマネジメントの違いが
もたらすもの、外国語教育メディア学会
（LET）第 52 回全国研究大会 
⑩Aoki, N. & Watanabe, T. (2012) Student 
engagement in an e-learning English 

language training and the effects on their 
TOEIC test score gains, International 
Journal of Arts & Sciences (IJAS) 
Conference for Academic Disciplines 
⑪Watanabe, T. (2011) Time on task and 
time management in an English e-learning 
program, International Conference of 
Education, Research and Innovation 
(ICERI2011) 
⑫青木信之、渡辺智恵（2011）社会人対象英
語 ｅ ラ ー ニ ン グ 講 座 に お け る good 
learners—ケーススタディ—、日本生涯教育
学会第 32 回大会 
⑬青木信之、鈴木繁夫、竹井光子、渡辺智恵
他（2012）多様な大学環境における英語ｅラ
ーニング—学習者アンケートからみえてく
るもの—、外国語教育メディア学会（LET）
第 51 回全国研究大会 
 
〔図書〕（計０件） 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
 青木 信之（AOKI, Nobuyuki） 

広島市立大学・国際学部・教授 
 研究者番号：８０２０２４７２ 
 
(2)研究分担者 
 渡辺 智恵（WATANABE, Tomoe） 

広島市立大学・国際学部・教授 
 研究者番号：８０２７５３９６ 
 
(3)連携研究者 
 なし 


